
販
売
が
厳
し
い
か
と
言
う
悲
鳴
で
も
あ

る
訳
で
す
。
当
然
造
り
酒
屋
の
私
共
か

ら
は
、
重
い
た
め
息
と
脂
汗
が
出
て
眩

暈
が
す
る
訳
で
す
が
…
。 

純
米
吟
醸
「
鳥
海
山
」
（
美
山
錦
50
％

精
米
・
１
８
０
０
ml 
三
千
円
）
を
生

み
出
す
た
め
に
、
大
吟
醸
の
７
５
０
kg

仕
込
に
負
け
な
い
ク
ォ
リ
テ
ィ
ー
を
実

現
し
よ
う
と
、
米
洗
い
・
限
定
吸
水
・

蒸
し
・
も
ろ
み
管
理
に
ど
れ
だ
け
の
研

究
と
設
備
投
資
を
行
っ
た
か
を
思
う

と
、
情
け
な
く
思
え
て
し
ま
う
の
は
、

造
り
手
の
我
侭
な
自
己
満
足
か
ら
来
る

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
…
。 

 

ピ
ー
ク
時
に
９
０
０
万
石
だ
っ
た
日

本
酒
が
５
０
０
万
石
割
る
事
が
一
昨
年

話
題
と
な
り
、
昨
年
焼
酎
に
製
造
量
で

超
さ
れ
、
早
く
も
４
０
０
万
石
を
割
る

の
も
時
間
の
問
題
と
な
っ
て
来
た
よ
う

で
す
。
一
方
、
海
外
で
は
日
本
酒
が
和

食
と
共
に
日
本
の
食
文
化
を
担
う
物
と

し
て
認
め
ら
れ
、
順
調
な
伸
び
を
示
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
ワ

イ
ン
や
ド
イ
ツ
の
ビ
ー
ル
は
そ
の
国
で

の
消
費
量
が
減
少
し
て
い
な
い
と
の
話

も
出
て
き
ま
し
た
。
日
本
酒
の
価
値
や

有
り
方
が
益
々
問
わ
れ
る
時
代
と
な
り

ま
し
た
。 

 

精
進
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

春
が
来
た
…
。 

代
表
取
締
役
社
長 

大
井
建
史 

 

三
月
二
十
二
日
に
由
利
本
荘
市
と
な
っ

た
矢
島
の
里
も
、
例
年
よ
り
一
週
間
遅

れ
と
言
う
こ
と
で
今
週
に
な
っ
て
桜
が

咲
き
始
め
ま
し
た
。
庭
の
雪
が
全
て
消

え
た
の
も
昨
日
で
、
気
温
も
今
日
（
４

月
27
日
）
は
一
挙
に
上
が
っ
て
二
十
度

で
す
。
ふ
き
の
と
う
や
水
仙
・
こ
ぶ
し

の
花
な
ど
も
一
斉
に
咲
き
始
め
、
雪
ど

け
の
増
水
以
外
に
も
明
る
く
体
感
で
き

る
ま
さ
に
春
で
す
。 

 

三
月
末
に
皆
造
（
上
槽
ま
で
全
て
終

わ
る
事
）
と
な
り
、
四
月
十
五
日
に
は

季
節
工
の
蔵
人
は
家
路
に
つ
き
ま
し

た
。
貯
蔵
蔵
も
壜
貯
蔵
用
冷
蔵
倉
庫
も

満
タ
ン
で
、
静
か
に
熟
成
し
な
が
ら
皆

様
に
お
楽
し
み
頂
け
る
時
を
待
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

こ
の
酒
造
り
で
困
っ
た
の
は
、
一
般

掛
米
の
確
保
で
し
た
。
昨
年
の
塩
害

で
、
秋
田
県
と
し
て
は
大
変
珍
し
く
米

が
不
足
し
た
の
で
す
。
又
、
減
反
に
よ

り
作
付
け
面
積
が
か
な
り
減
少
し
た
た

め
、
高
額
で
売
れ
る
可
能
性
の
あ
る
銘

柄
の
飯
米
に
集
中
し
て
い
る
事
も
一
因

で
す
。 

こ
う
い
う
場
合
、
原
料
米
を
探
す
先
は

米
の
商
社
に
成
る
訳
で
す
が
、
こ
れ
が

ま
あ
色
々
出
て
来
ま
す
。
東
北
よ
り
南

で
は
、
各
地
で
山
田
錦
が
作
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
品
質
と
価
格
の
様
々
な

事
と
い
っ
た
ら
大
変
な
物
が
あ
り
ま
し

た
。
弊
社
の
美
山
錦
よ
り
遥
か
に
安
い

物
が
沢
山
あ
る
の
で
す
。
（
酷
い
物
は

く
ず
米
に
近
い
様
な
三
等
米
も
有
り
ま

し
た
。
道
理
で
山
田
錦
一
〇
〇
％
の
安

い
酒
が
増
え
る
は
ず
で
す
ね
） 

お
酒
の
値
段 

 

最
近
の
お
酒
の
市
場
を
考
え
る
と
、

十
年
前
に
比
べ
て
特
定
名
称
の
お
酒
の

価
格
が
か
な
り
安
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
「
こ
の
品
質
で
こ
の
価
格
」
と
言

う
看
板
商
品
で
有
名
に
な
り
、
そ
れ
か

ら
そ
の
酒
蔵
全
体
の
商
品
を
紹
介
し
て

行
く
の
が
ブ
ラ
ン
ド
確
立
へ
の
道
と
の

考
え
方
も
あ
り
、
（
実
際
に
そ
の
成
功

例
も
有
り
ま
す
よ
ね
）
判
る
気
も
し
ま

す
。
三
年
位
前
ま
で
は
純
米
吟
醸
の
50

％
精
米
ク
ラ
ス
で
一
升
瓶
三
千
円
以
下

の
酒
で
な
い
と
市
場
性
が
弱
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
異
な
る

も
の
で
は
あ
る
の
で
す
が
焼
酎
と
の
比

較
か
ら
、
二
千
五
百
円
位
に
な
ら
な
い

か
と
の
話
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
専

門
店
で
の
市
場
動
向
に
よ
る
要
望
で
す

が
、
酷
い
話
だ
と
い
う
こ
と
も
良
く
理

解
し
て
い
る
方
々
な
の
で
す
。
本
格
焼

酎
の
ブ
ー
ム
の
中
で
如
何
に
日
本
酒
の

天寿酒造株式会社 
〒015-0411 
秋田県由利本荘市矢島町城内字八森下117 
TEL 0184-55-3165   FAX 0184-55-3167 

http://www.tenju.co.jp  
  第34号  2005年5月号 

 

６月４日（土）開催決定 
落語と天寿を楽しむ会 

今年も、三遊亭鳳楽師匠をお迎えし、「落語と天寿を楽しむ会」を開催致

します。益々円熟味を増した鳳楽師匠の古典落語をお楽しみいただき、そ

の後は師匠を囲んでの天寿を楽しむ会。こんなに浸れる機会はめったにあ

りません。是非ご参加下さい。 
●場所 天寿酒造株式会社 

●日時 平成17年6月4日（土）  

●開場 午後2時30分～蔵見学をご希望の方は2時30分までにおいでください。 

●落語 午後4時～午後6時 

●鳳楽師匠と天寿を楽しむ会 午後6時20分～8時 中〆 

●会費 5,000円 （お申込み時にお願い致します。） 

※先着100名様限定・定員になり次第締め切らせて頂きます。 

※当日参加はできませんので予め入場券をお買い求め下さい。 

★お申し込み・ お問い合わせ先  天寿酒造株式会社 TEL 0184-55-3165 

＜生年月日＞ 昭和22年3月1日 
＜出身地＞  埼玉県川越市 
＜芸 歴＞  昭和40年10月三遊亭円楽入門 
       大師匠三遊亭円生より‘楽松’と命名される。 
       昭和47年二ツ目昇進 
       昭和54年真打昇進 
       楽松改め初代三遊亭鳳楽襲名。 
＜受賞歴＞  昭和52年第6回NHK新人落語コンクール最優秀賞受賞 
       昭和53年日刊飛切り落語会若手落語家奨励賞受賞 
       平成5年文化庁芸術祭賞受賞 
＜出囃子＞  松の太夫 
＜ひとこと＞ 五代目三遊亭円楽の総領弟子。 
       押しも押されぬ落語界の本格派として評価が高い。 
       もちネタの多さ（約300題）もさることながら、演じるネタすべてに完成 
       度が高いのが、鳳楽の芸の真髄である。 



お 酒 の 

NEWS 

◆
◆
◆
◆ 

試
飲
即
売
会 

◆
◆
◆
◆ 

４
／
29
日
・
30
日 

５
／
１
日 

◎
ア
ト
リ
オ
ン
【
県
産
品
プ
ラ
ザ
】
（
秋
田
市
） 

◎
秋
田
ま
る
ご
と
市
場
（
秋
田
市
） 

◎
道
の
駅
【
ね
む
の
丘
】
（
象
潟
町
） 

◎
道
の
駅
【
に
し
め
】
（
西
目
町
） 

 

◎
道
の
駅
【
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
】
（
岩
城
町
） 

 

６
／
10
日
～
16
日 

◎
東
急
百
貨
店
【
東
横
店
】
B
１
和
洋
酒
売
場 

６
／
８
日
～
14
日 

◎
西
武
百
貨
店
【
池
袋
店
】
地
下
１
階
食

品
部
和
洋
酒
売
場
に
て
試
飲
即
売
を
行
い

ま
す
。
「
父
の
日
」
ギ
フ
ト
に
最
適
な
限

定
品
等
多
数
揃
え
ま
し
て
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

四
月
二
十
八
日 

 
 

 
 

午
前
十
時
解
禁 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
お
伝
え
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
２
月
の
酒
蔵
開
放
で
雪
室

に
封
印
し
、
氷
温
で
熟
成
さ
せ
た
し
ぼ

り
た
て
純
米
新
酒
を
４
月
28
日
午
前
10

時
に
雪
室
を
開
封
し
、
タ
ン
ク
の
呑
み

を
切
り
、
そ
の
場
で
瓶
詰
め
し
た
お
酒

を
、
特
別
限
定
商
品
と
し
て
試
飲
即
売

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
氷
点
熟
成

に
よ
り
、
と
ろ
り
と
し
た
生
酒
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
春
の
生
酒
を
ど
う
ぞ
こ

の
機
会
に
ご
賞
味
下
さ
い
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

お
近
く
の
天
寿
取
扱
店
、
又
は
直
接
天

寿
酒
造
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
品
切

れ
の
際
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

4月28日発売開始 

（天寿酒米研究会産100％） 

＋2 
1.7  
1.3 
協会9号    
17.5  
65％   
美山錦 

●日本酒度 
●酸   度 
●アミノ酸 
●使用酵母 
●ｱﾙｺｰﾙ分  
●精米歩合 
●原 料 米 

雪室氷点熟成 
純米生酒 

720ml 
1.365円（税込） 

雪
室
氷
点
熟
成
純
米
生
酒
発
売
の
ご
案
内 

２
５
０
０
本
限
定 

 ご意見、ご感想をおきかせください。 
日本酒についてもっと知りたい方、天寿についての情報
を知りたい方、ご連絡をお待ちしております。 

●E-ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  ･･････ tenju@chokai.ne.jp 
●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ････http://www.tenju.co.jp 
●ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ ････････0120-50-3165 
●F A X ･･････････ 0184-55-3167 

★蔵見学希望の方は、準備等の都合がございますので事 

  前にご連絡下さい。 
 

★蔵元通信（2ヶ月に1度奇数月に発行予定）希望の方は 

 ご連絡下さい。無料 
 

★メールマガジン（天寿情報）希望の方は、E-ｍailで 

五
代
目
永
吉 

そ
の
七 

 
 
 
 

 

代
表
取
締
役
会
長 

 
 
 
 
 

   

六
代
目 

大
井 

永
吉 

  

五
代
目
の
功
績
の
一
つ
に
ラ
ベ
ル
の

更
新
に
着
目
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る

と
思
う
。「
天
寿
」
の
酒
名
も
酒
質
の
評

判
も
上
が
り
、
売
り
上
げ
も
順
調
に
伸

び
て
い
た
が
、
統
制
時
代
の
企
業
整
備

会
社
、
製
造
も
ま
ま
に
な
ら
な
い
頃
で

あ
る
。五
代
目
は
時
代
の
先
を
読
み
、企

業
整
備
会
社
か
ら
の
分
離
操
業
そ
し
て

独
立
自
由
化
を
見
透
し
そ
れ
に
備
え
た

の
か
、昭
和
二
十
七
年
に
旧
二
級
酒（
現

精
撰
）
一
級
酒
（
現
本
醸
造
）
の
ラ
ベ
ル

を
一
新
し
て
い
る
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
を

取
引
の
印
刷
会
社
で
は
な
く
郷
土
矢
島

町
出
身
の
当
時
著
名
な
芸
術
家
で
あ
っ

た
「
斉
藤
佳
三
」
に
委
嘱
し
た
の
で
あ

る
。 

「
斉
藤
佳
三
は
明
治
二
十
年
生
ま
れ
。

県
立
第
一
中
学(

現
秋
田
高
校)

か
ら
早

稲
田
中
に
転
校
、
さ
ら
に
順
天
中
に
編

入
、卒
業
し
た
後
、音
楽
の
道
を
志
し
東

京
音
楽
学
校
師
範
科
に
入
学
し
た
。
大

正
二
年
渡
欧
し
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
影
響

を
受
け
た
。
帰
国
後
は｢

総
合
美
術｣

を

目
指
し
、
家
具
、
工
芸
の
イ
ン
テ
リ
ア
、

服
飾
デ
ザ
イ
ン
、
作
詞
、
作
曲
と
音
楽
、

130周年を迎える 

天寿の歴史（四）ー7 

さ
ら
に
は
舞
踊
劇
、
舞
台
美
術
と
多
彩

な
分
野
で
才
能
を
発
揮
。
ま
た
日
本
で

最
初
に
商
業
デ
ザ
イ
ン
を
説
き
、
日
本

の
近
代
美
術
史
の
一
時
代
を
築
い
た
。
」

（
秋
田
魁
新
報
） 

斬
新
で
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
は

評
判
と
な
り
、｢

天
寿｣

の
蔵
元
の
イ

メ
ー
ジ
も
高
め
、
そ
の
後
の
躍
進
の
原

動
力
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

五
代
目
の
希
望
で
鶴･

亀･

鳥
海
山
・
松

竹
梅
と
目
出
度
い
も
の
尽
く
し
の
図
案

で
あ
る
。         

斎
藤
の
着
想
は
日
本
海
の
夕
日
だ
っ
た

が
、
五
代
目
は
社
運
の
上
昇
を
願
い
旭
日

に
変
え
た
。 

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
サ
イ
ン
入
り
の
ラ
ベ
ル

は
今
で
も
珍
し
い
。 

サ
イ
ン 

サ
イ
ン 

竹
の
葉
で
大
井
の
文
字 

鶴 

梅 

鳥
海
山 

松 

亀
甲 

旧
一
級
（
現
本
醸
造
） 

旧
二
級
（
現
精
撰
） 


